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S
a
y

の
分
配
理
論
は
其
の
调
値
理
論
さ
極
め

.て：密
接
な
る

®]
係
を
保
つ
て
展
開
せ
ら 

れ
.
て
K

る
の
で
あ
つ

七
、此

の
都
は
、#
れ
の
一

|

大
著
作
に
，

‘施
さ

.

.れ
た
る
篇
別
方
法
を
兑
た
：だ
け 

で
も
成
る
程
度
ま
で

®

知
せ
ら
れ
得
る
所
で
ぁ
る
。
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は
、初 

版
に
於
て
は

(

一)

生
產
論

(

..)

货

*

論

3
摄
値
論
涵
ー
所

#

論(

五)

消
费
論
の
五
儲
に
分
た
れ
て
：居
た 

が
、の
節
ニ
版
以
後
に
於
て
は
貨
幣
論
を
生
產
論
の

「

終

5
:に
併
合
し
、樹
値
論
を
所
#
論
の
始
め 

に：併
せ
て

(

一)

生
.產
，論

(1I
X

刀.
*論
、(I 
二)

消

*

■

の
：三
：

^

し
、兹
に
，純
然
た
る
經
濟
原
論
三
分
法 

の
端
を

^

ぐ
に
至
つ
た
。

又
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0
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生
產

—

^

1

S產
業
ベ

の
經
濟

®

®!
!
靡
用
、(

一5
交
換

*

.«
^

_

@

«

に̂
及
ぼ
す
制
度

.
0
影

#
, 

(

五)

所
得
分
配
論
、

(
六)

人

P 

B

S

M
 
M

B

S

M

-

m

雙

i

論
：の，九
部
だ
分
た
れ
て
居
る
が
、此
の 

中
で
偶
數
の
諸

®
.は
大
體
に
於
て
谷
々
其

.の
直
前

o
奇
數

.篇
'に
.

*す
。る

.應
用
論
，補
論
、又
は
賴 

論
た
る
に
外
な

‘ら
な
い
か
ら
、

©

周
、
H

I.

第
パ
マ
版
：
に

：，

け.る
'第
.ニ
、第
：，
一
二
へ
の
.兩
.篇

を

併

せ

て

‘新 

に：交
換
篇
を
設
け
、获
に
、不
純
な
が
ら

i

生
寧
交
換

•分

^

消
袭
の
四
篇
：別
を
施
す
こ

i

に
な
つ 

た

V」

も
觅
ら
れ
得
る
。
之
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
、

3
,

は
前
著
に
於
て
は
生
產
論
か
ら
分
配
論
に 

移
つ
て
锻

_

に
猶
攸
を
論
じ
、後
著
に
於
て
は
生
逄
論
ミ
分
配
；論

g

を
結
び
付
け
る
楔
ミ
し
て 

檟
做
論
を
轼
み
て
居
る
の
で
ぁ
つ
て
何
れ
に
於
て
も
分
配
論
を
奶
檟

«

論

w

密
接
な
る
關
係 

に
殽
い
て
居
る
こ
ビ
が
知
、

b
れ
る
の
で
ぁ
る

0

'

n
. 

M
w
c

】 

Gemahliag, Les-Grands Economistes, Textes et Commentaires, 192ぐ

でp r45H5.

然
る
に
、

！

た
び
其
の
所
論
の
內
容
を
檢
す
る

i

き
は
、彼
れ
の
分

.配
論
は
、眾
に
斯
ぐ
顧
値
論 

ビ

密
接
な
る
調
係
を
保
た
し
め
ら
れ
て
居
る
の
み
な
；ら
す
、页
に
生
逄
論
ミ
相
互
に
對
鹰
せ
し 

め
ら
れ
て
居
る
こ

S

が
發
見
せ
ら
れ
る
。
生
產
論
に
於
て
は
、各
種
生
奪
基
本

(

£
§
仏
5 productifs) 

即
ち
谷
種
生
：：產
要
素
が
企
業
者

0

下
に
企
業
に

.

.糾
合
せ

.
ら
‘れ
て
始
め
て
其
の
生
產

的

勸

勢

1|

|
!

!

!
1
[

!I11
|
!I
!I
V

;■

!
|

I

!
!

(
S
endees 

p
r
o
d
u
c
t
i
f
s
)

を
發
撺
し
、

^

に
效
用
の

•

增
加
に
基
づ
く
價
値
增
加
即
ち
生
產
•か
行
は

P 

る

^

い
ふ
企
業
漭
的
生
產

11
織

.を
說
明
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、分
配
論
に
於
て
は
之
ヾ

」

對
應 

I

て
、生
産
の
中
心
人
物
た
る
企
業
者
を
以
て
同
時
に
分
配
の
中
心
人
物
た
り

i

し
、分
配
は
企 

業
者
の
手
に
於
て
®
値
を
以
て
各
糊
生
產
擊
素
の
提
供
者
の
間
に
行
は
れ
る
こ
ど
を
說
明
し 

て：居
る
の
で
あ
つ
て
、此
，の
分
配
は
企

*

者
が
各
生
產
關

.係

.者
に
向
つ
て
其
の
生
產
的
勤
勞
に 

對
し
て
行
ふ
支

»

の
形
，

»

を
0

る
も
の

5 

.
し
て
說
明
せ
ら
れ

'各
_

所

得

は

各

種

生

產

的

勸

勞 

の
顧
袼
で
あ
る

W

說
明
せ
、ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
な
る
が
故
に
、

g
a
y

の
分
配
論
は
、一
言
に
し
て
之
を

S

へ
ば
，其
の
生
產
論
士
對 

應
’部
分
の
位
馓
に
還
か
れ
て
展

b

、兩
漭
 

<

」

も
に
價
値
論
の

'

*
礎

Q

上
に
据

え

ら

れ
て
居
る
、、、

」 

云
ふ
こ
ざ
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

3
a
y

の
ニ
大
著
作
の
中
で
其
の
代
表
的
の
も
の
ど
見
ら
れ 

て
居
る
の
は
量
に
於
て
：劣
れ

■る

T
r
a
g

で
あ
る
が
、

_

書
分
配
篇
中
の
諸
寧
を
大

.別
す
れ
ば
，先 

づ
最
初
に
顧
値
論
を
包
含
す
る
分
配
總
論

.を
試
み
、次
に
各
種
所
得
：を
分
：說
す
る
分
配
®
論
を 

詳
說
し
、終
り
に
分
配
の
人
口
に
及
ぼ
す
影
響
を

.論
中
る

W

い
ふ

―-一
十
大
部
分

.巴
す
る
こ

i

が
出 

來
る
。

,
而
し
て
是

'等
の
事
項
は

n
屋

:l
z

於
て
は
第

H

部
交
換
及
び
貨
幣

i

五
部
分
配
論
、

筋l
l
i
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四

第
六
部
人
ロ
論

0

三
篇
中
に
展
間
せ
ら
れ

T

居
る
。
分

[@
2

各
論
の
範
圍
に
膈
す
る
事
項
に
就 

い
て
は
筆
者
は

^

に
一

1
1

之
を
紹
介
す
る
所
が
ぁ
つ
た
か
ら

<2
)

S

に
:̂

分
®
總
論
の
祁
分
を 

生
士
し
之
に
分
配
各
論

.の
部
分
に
屬
す
る
も
の
、
中
の
特
異
の

»

を 

一
ニ
附
加
し
て

、

S
a
v

の 

分
配
論
の
要
點
を
槪
說
す
る
こ
マ

」

ミ

す

る

:0
但
し
、前

論

ミ

多
少
®
親
す
る
個
所
を
生
ず
る
や 

も
知
れ
な
い
が
、此
の

S

は
II

者
の
寬
恕
を
乞
ふ
の
外
は
な
い
。

.
(2
)

「

セ
ィ
の
，企
業

1

論
及
び
企
槳
者
利
胸
論

」

£

廳
雜
塾
大
學
經
濟
學
部
同
人
編

i

濟
學
說

研
究

』

所
載

〕

o

^ :
- '

ィ
の

.

.經
濟
政
策

§

六
丨
六
四
真

(

本
認

-

大
正
十
四
华

/ \

刀
鉍
所
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•

分
配
：論

に

於

て

第

j

に
.

問
.題

V」

せ
ら
れ
得
ベ
き
も
の
は

「

何
が
分
配
せ
ら
れ
る
か

j

 

W

い
ふ
こ 

ビ

で

ぁ
ら
ぅ

°

云
ふ
資
で
も
な
ぐ
、

「

そ
れ

.は
生
產
せ
ら

'

れ
た
.

る
も
の
に
外
な
ら
ぬ

」

ビ
は
可
人
に 

も
明
白
な
所
で
あ
る
が
、然
し
、生
産
せ
ら
れ
た
物
そ
れ
自
身

が

分
配
せ
ら
れ
る
の

か

、或

は
そ
れ 

の
偎
姐
が
分
配
せ
、一
れ
る
の
，か
、？
い

ふ
疑
間
が
起
ぅ
得

る
'。

思
ふ
に
、
_
產
物

そ

の
も
の
.を

fi
:
 

接
に
分
配
す
る
こ

i

:

は
、共
同
生
產
の
場
合

ざ

か
又
は
物
々

3C
®

の
時
代
に
於
て
は
、力
多
數
の 

生
虛
物
に
就
い

.

て
何
等
不
便

'

な
ぐ
.し

て

行

は

れ

得

、ベ，き

も

の

>

*

ぐ
.

で
ぁ
る
が
、然
し
^

}

の

も
の
を
多
數
潘
の
協
力
に
依

^

て
作
る
場
合
，に
は

^

を
適
當
に
分
割
す
る
手
段

•か
な
い
。

況 

ん
や
企
業
者
的
生
產

«

織
の
下
に
於
て
は
、假
令
多
最
の
生
產
物
：の
創

」

造
を
^
る
場
合
に
於
て 

•

も生產物
そのもの
を分配す
るの

方
法
は
實
行
せ

ら
る
べ
ぐ
も
な
い
。

S
a
y

が

右
の
點

に 

就

’い
.で
、生
產

物

は
單
：に

-
個

0

も
の
で

ぎ

多

數
生
產

者
の
：

協
力

の

結
果

で
ぁ

K
y
.
f
f
l

も

之
を
多 

數
潘
間
に
分
宵
す
れ
ば
各
分
配

^

は
何
れ
も
何
等
の
用
を
爲
さ

y

る
べ
き
が
故

^
、生
產
^
そ 

の
も

0
な
ら
で
生
邀
物
の
價
値
が
分
配
せ

‘』

れ
る
、
<1
)

ヾ

」

云
つ
て
居

.
る
の
は
、企
業
者
的
生
產
組 

織
を

說
ぐ
畓

の
立
場
か
ら
し
て
は
寧
ろ
當
然
の
事
柄
士
云

'は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
更
に
一
渉
を
進
め
で
者
へ
る

^
き
.
は
^

座
せ
、ら
れ
た
る
價
値
は
其
の
：全
部
が
分
配 

せ
‘

.れ
る
の
か
、そ
れ

、，J

も
費

.用
を
控
除
し
た
る
殘
额
の
み
於
分
配

.せ
ら
れ
る
の
か
、換
言
す
れ 

は
、分
配
せ
ら
れ
る
も
の
は

»

生
產
物

(
p
s
d
m
.
t

 

b
r
u
g
.

€)
•
價
値
で
ぁ

.
る
.か

*
.«:
純
生
摩
物
め

produit 

:
:
:
n
E
e
t
}

の
憤

_値
で
ぁ
る
か
、过
；
い
ふ
疑
：問

.ゲ
起
：
&
.得
：る
.。

然
：る
に
此
の
：
«

3

:就
い
：
て

S
a
y

の

云

 ̂

所
は
、生

*

甘

ら

れ

/2
る
猶
：値
は

.其

Q

全

部

於

分

配

せ

6

れ
る
、即
ち
、總

«

値

：が

分

配

せ

£

れ
る
、

'
/

」

ぃ
ふ
に
在
る
。：
此
の
事
は
、分
配
方
法
の
說
明
ょ

b

當
然
に
，結
果
す
ふ
所
の
も
の
.で
ぁ
る
が
、

今
、例
を
'

羅
紗
ゆ
注

.

靡
の
場
合

.に
取
つ
て
其
の
趣

®

を
要
約
し
て
云
へ
ば

—

紗
,

の
生
產
に
於

T
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は
、企

業

潜

S

.
業
の
外
に
羊
毛
商
人
の
羊
毛
、勞

.働
者
の

'勞
働
、資
本
家

0
資
本
、地
主
の
土
地
等 

の
生
產
的
勸
勞
が

「
協
力
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、其
の
：結
果

.
ヾ」

し
て
始
：め
て
.羅
紗

の

價

値

を

生 

ず
る

〉

が
、企
業
赉
淡
此
の
生
産
せ
ら
る
べ
き
檟
値
を
豫
想
し
て

*

じ
.め；華

.の
：中

か

ら

羊

毛

商

人

. 

に
は
羊
韦
の
顧
格
を
支
拂
ひ
、勞
：傭

#

に
.は
賃
：
.銀
を
支

.拂
ひ
、地
主
に
は

地
代
、資
本
家
に
は
利
子 

を
支
拂
ひ
、其
の
殘
額
を
自
己
の
產
業

i

自

B

の：資
本

W

に
對
す
る
分
配
瓶
マ

」

し
‘て
保
留
す
る 

の
で
あ
つ
て
、生
産
せ
ら
る
、
羅
紗
の
價
値
は
如
何
な
る
部
分

’、

」

雖
も

總

ベ
て
分
配
せ
ら
れ
ざ 

る
こ

S

な
ぐ
，凡
そ
何

|人「

か
の
所
得
叉
は
所
得
の

I.

部
士
な
る
も
の
は
總
ベ
で
企
業
溝
の
立
替 

(
a
v
g
c
e
s
)

で
あ
つ
て
そ
れ
は
生
産
せ
&
る
べ
き
價
値
を
以
て
償
還
せ
ら
れ

る
、

ヾ

」

云

ふ
に
在
る
の 

で
あ
る
。
斯
ぐ
し
て

co
a
yは
、ス
ィ
ジ
ォ
ク
ラ

I 

f
流
に
純
生
康
の
み
、而
も
土
地
：の
純
生
產
.の
み 

を
以
て
社
會
の
所
得

t

^
る
も
の
な
ぅ
ど
倣
す

0

思
想
を
難
じ
て
、個
人
に
ヾ

」

つ
て
の
所
得
は 

純
生
產
に
外
な
ら
ざ
る
も

*是
等
：f

切
の
人
々

Q

所
得
の
集
合
た

:0
,國
民
所
得
を
見
る
ヾ

」

き
は 

そ
れ
は
社
會
に
於

け

る

總
生
產
に
外
な
ら

t'
g

e
す
る
の
で

あ
る

。
‘

• 

⑴ £

 

Trait，
Liv. II, ch. 5.cve 

l

e 

II, p. 236.4
0
0
; Ours, 

V
o 

Partie, ch. 
T, 

3
. 

r

s-ition Bielic. 

p. 

s
, 

3
1
6
.
>

——

以
下
、括
孤
內
の
引
甩
蒐
數
は
兩
喾
と

>

に
楚
等

.の

.版

#

|:
:
據
.
.る。

.

ペ

E

::
:

然
、らば
、分
配
せ
、

b

る
ベ
き
全
價

ff
i

額
は
如
何
に
し
て
生
ず
る
か
、投
入
せ
ら
れ
た
る
原
料
品 

の
價
値
を

'償
還
す
る
其
の
上
に
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得
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潘
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又
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又
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參
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ら
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猶
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.
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仲
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叨
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笫
：
十

卷
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十
卷
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c
l
-
五
•，二)

.

セ
ィ
の
分
郞
现
論
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第
二
號
.

I 

ニ 

の
行
は
れ
分
颭
の
行

«

る
、
限

&

は
*分

©

せ
ら
る

^

&
價
値
は

'依
然

3

し
て
存
在

"す
る
、

i

倣 

し
で
@

る
の
で
：あ
る

。
-.
:

八

(4
)

抑
稿

「
生
.座
消
费
の
均
衡
ド
關
す

i

聊
2
 (

本
'

II、

大

.I
E
十
®

¥
四
'
.月，，號

)

锒
四
節
、

#
:
1!五
三 

—

五
.2T
-
页、參
 

,

,

㈨

同
上
、第
六
節
、

4#
I:
七
三

——

七
六
贳
參
嗎
猶
ほ
、價
格
の
低
落

r
滞
要
の

m

加

を
來
す
と 

ビ
U
就
い
て
は
、時

M

の
成
立

^
論
ず
る

P

I
日e 

Partie, di.4
; 

T
r
&
J5
'Liv, 
p ch. 

I.

|-
訪
細
な
る
說 

明
が
與
，
ら
れ

t
腐
る

o,

J 

', 

'

?
B:
V
 

(p. 

1

003-90、

ゾ，

■ 

■ 

> 

V

四

'

分
配
.
サ
ら
る
、
も
の

«

生
.產

せ

；b

れ
.
た
る

ff
i

雜
Q
:

全
額
で

'
 

あ
る
を
し

T

、次
に
考
へ
ら
れ
る 

，」

士
ー
腾

Q

價
：習

«

しパで
•
は
何
人
が
如
沔
な

‘
る
-
理
*

に
S

づ
'ぃ
.
て
へ
其
の
分
配
に
與
か
：る
の
：
 

權
を
有
す
る
や
、

w

云
^
.

こ
占
で
あ
る
る

0
:

此
©

»

に
：就
ぃ
で
咦

^
ロ
羅
'
纏
ニ

)

：篇
；第

'
四
'
寧
0
;
襞
頭
；
 

ic
; «
'T
®

^

て
柚
象

.的
，槪

«

的
に
4
予
は
第

.
1
:篇
•

於
て
锥
麋
物

.
栌
如
何
：に
し
七
晋
人

Q

所
有 

す

:%

生

，
摩

基

：
本

ょ

；

4

生

务

令

や

を

^

ベ

た
'
&
。

羅

等
®

‘辑
產
物
.は
基
本
の
所
有
莕
の
所

得
を
構
成
す

」

i

述

V

.

T届
る
が

•此
の
意

^

は
、詳

t

す
れ
ば
各

a

生

^

®
本
の
所
有

•者
が

,

0
' 

提
供

.し
得
る

4

i®
基
本

.

.の

.發
_探
.す

る

生

*
.的

1

勞
.に
基
つ
い
て

_分
配

.

.
r
:
求
.權
を
有
す

V」

做
.す 

も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、此
の
：事
は
各
所
得
‘項
目
を
分
說
す
る
請
章
の
劈
頭
に
述
ベ 

ら
れ
て
居
る

.所
で
あ
：る
。
<1
)

S

に
生

^

基
本
の

^

*
的
勸
勞

i

は
何
か
。
生
產
基
本
と
は
，之
な

〜

し
て
は
生
產
の
行
は 

れ
ざ
る
必
須
的

.の
恶
素
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、

^

產
論
中
に

.於
て
そ
れ
は
產
業

S

產
業 

0

具

:'
i

に
分
類
せ
ら

れ

、
i s

に
前
渚
は
企
業
者
の
オ
能

•學

S

才
能
#

働
密
の
才
能
の
三
者

K
 

後
者
，は

±

地

5

資
本
と

'0
顧
渚
に
細
分
せ
ら
れ
：て
居
る
％
、

8

是
等
の
基
本
の
生
產
的
御
勞
さ 

桃

«

取
に
，生
燦
基
本

^

生
靡
め
爲
あ
に
必
須
な
る
こ

.

.せ

^

產
_の

爲

め

に

也

須

的

の

協

力

を

す 

る
も

9

V
る
こ
芦
に
外

ff
&

ぬ
ミ
說
明
せ
、

b
れ

.て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
、資
本
の
生
逄 

的

勸
勞
じ
關
む
.ては

t

資
本
は
遨
業
に
ざ

b

て
似
缺
ぐ
べ
か

ら

ざ

も

0

寒

*

に
し
ヤ
、±
な
ぐ
し 

•て
は

^

等
の
生
產
を

^

行
ふ
こ

i

能
は
ず

a

は

V
、資
本
せ
產
業
士
の

$

に
提
携
し
て
卿
ぐ
あ

. 

&

む
ニ
せ
を
要
す
。
.
資

本

'©
生

產

的

勤

勞

i.

は
，即

ち

此

の
提
携
共

.

.同

に

外

な

ら

す」

(»
)

ヾ」

S

ひ
‘ 

土

地

0
‘生

產

的

勸

勞

に

_

し
て
は

A 土
地
は
之
な

{

し
て
は
吾
人
，に
無
用
な
る
ベ
き
多
數

0 .
物 

第
l

u
 

C

1

S

5
セ
ィ
の
分
削
蠢
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質
を
變
形
し
て

. ©

人
：の
使
用
に
適
せ
，し

む

る
0

能
カ
を
有
す
。

”

技
.猶

0

未
だ
模
す
る
こ

S

能 

は
：グ
る
作
用
に
'ょ
ぅ
，̂

0
物
来
實
.姆
菜
‘
建
；築
用
材
又
は
、燃

料

用

材

等

を

m
成
す
る
養
液
を

0 

m

し
、顧
合
す
る
こ

£
0
ち
渴
れ
に
し
て
、是
等
總
ベ
て
の
物
の
生
.產
に
於
け
る
土
地
の
作
用
.は 

&

を
土
地
の
生
產
的
勸
，勞

く
し
名
づ
ぐ
る
こ

ビ

を
得
^)

マ
し
云
つ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の

' 
で
あ
る
。

.何
れ

に
し
て
も
4
土

地

の

生

産

的

勸

勞

r j

そ
、土
地
が
其
の
所
有
者
に
與
ふ
る
利
潤
の
第
一
の 

基

礎

た

る
な
3

」

のヾ

」

云
ひ

4
資
本
の
所

得
な
る

語

を

以

T
0
示

せ
ら 

.

■

勞
.に

對
し
て
取
得
せ
、ら
る
、
報
酬
た
る

«

&」

(6
)
i

S

つ
て
喷
得 

謂
値
發
生
の
因
子
た
る
も
の
が
、其
の
故
を
以
て
同
時
に
分
配

請
求 

e

す

^

の
で
あ
る
。

權k る 
のし\ 
原て所 
因分の 
を配も 
爲せの

は
資
本
の 

ら
る
ベ

& 

し

T

る

⑴ 

Traitd, 
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C
I
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1
.
0C
J 

c
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.
%

 

C
o
s
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l
i
e

 

p
a
r
t
i
e
'
c
h
.

 

s
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r
p
.
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.
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T

色
^

L
i
v
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o
rae 
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3
2
0 

⑷ 
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L
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I
I
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c
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f
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.
; 

(
t
o
m
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只 p. 

3
4
0

パ

(5
)
' 

i
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,

:
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】

r.
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i
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o
i
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•

然
し
，生
產
的
勸
勞
を
與
へ
得
る
生
產
基
本
の
所
有
者
が
何
故

.に
之
よ
&
生
じ
得
ベ
き
注
產 

物
の

.分
配
を
請
求
し
得
る
や
の
點
は
、根
本
的
に
は
所
有
權
論
に
よ
つ
て
根
據
を
與
へ
ら
れ
て 

居
る
。
即
ち

cn
a
yは、
H

i

,の
分
配
篇
中
に
於
て
は
此
の
點
を
简
單
に

「

人
が
所
得
を
自
曲
に 

處
分
す
る
の
排
他
的
權
利
は
ま
の

«
本
に

fi
し
て
有
す
る
排
他
的

«
利
よ

b
生
^

る
。
蓋
し 

®
本
の
所
有
者
は
、之
を
無
爲
に
放
置
し
て
、之
よ
り
生
じ
得
ベ
き
所
得
を
*
じ
め
破
壤
す
る
を 

得
た
る
ベ
き
を
以

T
な
b

o

*本
に
對
す
る
排
他
的
權
利
の
存
せ
ざ
る
所
、基
本
も
存

せ

す
所 

得
も
稆
せ
す

：

：
> 
士
云
ロ
て
居
る
が
、

n
o
u
r
s
.

に
於
て
は
所
有
權
を
論
す
る
章
中
に
詳
論
を 

試
み
て
次
の
如
ぐ
云
つ
て
居
る
。

j-

所
有
權
は
、そ
が
生
產
物

0
所
有
を
其
の
源

•泉
た
る
生

ii
a 

本
の
所
有
者
に
與
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、生
產
に

士 

&

T
有
利
た
る

こ

i
能
：は
ず
/

「

生
座
物
は 

其
の
生
靡
者
に
馬
す
，る
を
以
て
最
も
正
當
な
ぅ

i
す
。

I

物
に
對
す
る
權
利
を
有
す
る
こ

,
/
/ 

之
が
創
造
潘
に
如
く
者
あ
る

こ

€

な
し

,

然
る
に
、

「

生
產

•物
_の
最
も
爭
な
き
創
造
渚
た
る

0 

は
、生
產
的
作
業
に
 

'よ' り

て
之
を
漸
次
に
存
在
に

0 

&
し
た

' 
る
者
に
外
な
ら

C
 

€ 

o
然

、
ら

ば

、 

此
の
生
産
者
た
る
者
は
何
寧
か
。
此
の
間

1;
答
：，
て；

LO
a
3
rは，摩接
に
ニ

 K
.

へ
ば
、「

そ
れ
は
生
*
基 

本
そ
の
も
の
で
あ
る
。

.
然
し
、そ
れ
は

0
の
所
有
者
た
る
人
間
、之
を
生
；產

：
0
爲
め
に
企
業
裁
に
、

笫
，
二
十
卷
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现
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六 

' «

供
す

^

人
間

0

师
有
に

1

す
‘

广
澈

吻

で
：供

-6
)
'へ

所

有

者

が

：
代
P

者
^

な
: ^

て

生

逄•

を

.：
取
 

将

し

得 

'冷

め

で

あ

ぶ
1To
)
。

の

生̂

: #
4

*

%
、
資

本̂

有

，者•地

主

，
勞

，
働

者

簾

業

漭

の

«

カ

：
.の 

賜
で
あ
态
。

故

に

資

本

所

翁

奢

應

牟

勞

働

者
•企

業

渚

；
等

は

典

の

：
生

：
库

物

0

分
配
に
興
か
り

#

る
の
で
あ
义
、士

:s
つ

:^
居
る

0

. 

' 

'1 

(7
)
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a
f
f 

Liv* 

I
J
,
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h
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o
o
n
l
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J
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w
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Ĝ
urs,. 

v«!
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'
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.

,

-

五

■

:

然
•ら
•
ば
、生
库
せ
ら
れ
た
る

«

値
の
分
酤
は
如
何
や
ぅ
に
，，行
は
れ
る
か
。
此
の
點
に
就
い

T 

の

S
a
y

の
說

■

は
其

0

生
靡
論
と
全
ぐ
物

.合
し
て
倨
る

9

即
4

、生

«

論
1:

:.於
て
は
、#
®

生
® 

»

本
は
同

i

人
の
手
冲
に
併
：有
せ
ら
れ

る

こ

i

も

あ

ふ
、別
，個

' 0

人
々
に
分
有
.せ
ら
れ
る
こ

 

'ヾ

」 

も
あ
る
、
_

有
せ
'ら
れ

る

®

令
セ
は
直
玉
に
其
め
人
め
み
を
以

T

生
®

が
行
は
れ
得

.る

.が
，分
荷 

せ
，
&

机
る
場
合
に
は
是
等
は
企
樂
漭
の
手
に
貨
與
せ
ら
れ
る
。.，何
れ

U

し
て
も
生
產
は
企
業

渚
^
發

‘»
し

.«
1

癱
#

遂
斯
せ
；
3

む
名
所

^

係

る

ビ

す

：る

.0

で

ぁ
0

て
、
ー.
«

に
^
:
て
沄
へ
ば
企

樂
者
を
以
て
季
摩
の
中

.樞
：人

.物
な
，
&

士
す
る

'0
而
し
て
，今

"分

配
論
に
於
：て
は
、右

0
生
產
上
の
て 

中
樞

A

物
た
る
，同
じ

〗

企
業

#

を
以
て

.分
配
遂

「

行
'の
中
樞
人
物
な

$

士
す
る
の
で
ぁ
る
。

即
ち 

—

彼
れ
似

1芯
ふ
。
產
攀
資
本
又
は
±
地

を
有
す
る
者
は
、之
を
荷
：せ
ざ
る
者
に
貸
す
と
を
得
。

「

假 

令
產
葉

«

本
‘
^
は

±

.»
を

«

す

i
我
是

.：

等
の

■物
は

®

値
：を
創

'造
す

A

に
：協

力

す

る

も

の

：
に
：
し 

て
_

の

使

用

は

ブ

個

：

Q
:

耀

値

，
を

有

じ

、
通

例

®

狒

贪

受

,

『

是

：等

生

摩
0

2
資

源
'の
：1

を

有 

す

る

蕃

描

茲
 ̂
0 

A

の

，
生

'

產

的

働

勞
'ビ

晚

ぶ
；所

の
.商

品

0

商

ふ

務

る)

名

の

，に.し■

て
^

:產
：物

の

：
 

消

難

考

は
.
.之

が

購

質

：者
*

^
も
0

な

K
y
-
0
, 
0

^
 

0

0

0

,

0

^

0 
r

て
行
は
る 

、
：：

0

舉

ね

比

：例
^

ズ
：’是#

生
：
產

：
物
|>
必
，_

な
' 
る
^

產

的

勦

勞

^

舉
求
，す
へ
;?
>
所
：Q
.云

d

父
仲
介 

著

允

る

に

'外

^

> .
■
も
彼
：抓
の
：考

收

よ

れ

&
、華
眷
的
；勤

#

^
痛

<

た
：る
も
の
は
勞

.

資
本
，土
地

.Q

所
有
者

-0
み
：仁

慨

^
'
:;«
忉
。」

企
，業

奢

•©
勞

猶

^

儸

格

は

、
一

方

に

：：

於
.：

け

る

，
此

の
稱 

め
勞
働
：.の
需

®

最

;̂
,他

汝

.

於
.
#
:
4供
.給「

«

ど

^

關

係

に

'
よ 

&
.る
^
、i

云

^
*
企

’

,

.

業
^

形

成

す

る
^
.
適

^

ゐ
崖
釋
能
力
は
ハ
市
：場
：：に
.於
..：て
：_

i
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業
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亦

自

己

の
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勞

0
爽
人
令
ぁ
；る
：ミ

す

る

製

す

：る

.に
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業
秦
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：

に
海
：の
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海
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係
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總
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企
伞
業
者

.，
供
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；
通

じ

孓

其

：
の
：生
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勤

^
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，
結
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核

生

雄
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取
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